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亀岡盆地・桂川 • 桂川は丹波高原佐々里峠に発し、亀岡盆地、保津
橋を抜け、嵐山地域にて京都盆地へと流れ込む。

• 桂川は全長114km、流域面積1100km/8240km（淀
川水系）の一級河川である

• 請田地区（保津峡）が狭窄部となっており、川幅が
一気に狭まる。その影響で、水位がせき上げられ、
農地や家屋が浸水するなど、亀岡盆地は度々洪水
に見舞われている。

• 嵐山地区では、狭窄部から川幅が一気に広がる土
地であり、渡月橋付近を中心に川の水が溢れ、道
路や家屋が浸水する被害が多発している。

• 頻発する洪水から人命を守る対策が、桂川（淀川）
下流側で進む中、上流側（亀岡盆地）においての洪
水対策整備が課題

七谷川

曽我谷川

年谷川

嵐山地区

亀岡盆地

保津峡

各地域の主な洪水対策
亀岡地区：霞堤・霞堤のかさあげ

体積土砂撤去
嵐山地区：可動式止水壁設置

6号井堰撤去
体積土砂撤去

嵐山地区では、洪水時、
桂川の川幅が狭く、河床
が浅いことから、計画高
水位より土地が低い、渡
月橋上流左岸側を中心
に洪水被害が多発して
いた。対策として、令和3
年、可動式止水壁が導
入された。

亀岡地域で長年用い
られている洪水対策。
堤防に開口部を設け、
洪水時には、開口部か
ら水を逆流させ堤地内
に流すことで下流の流
量を減らす効果がある。
近年、亀岡地区で霞堤
のかさあげが行われた。

桂川が亀岡地区から嵐山地区
へと流れる際に通る箇所。狭窄部
となっており、水位が上がることか
ら、亀岡地区で洪水が多い原因
の一つとなっている。「保津川下
り」など観光資源としても扱われて
いる。

引用）ZEKKEI Japan （最終閲覧日2023年9月29日）https://jp.zekkeijapan.com/spot/index/483/

引用）京都新聞（最終閲覧日2023年9月29日）https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/8069
引用）kyotopi (最終閲覧日2023年9月29日）
https://kyotopi.jp/articles/WJmZt

保津峡

霞堤 可動式止水壁

引用）Google map pro
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亀岡盆地 ・ 水害履歴

景観設計学分野 Ml 上坂耕平

景観設計学分野 B4 中尾翔

都市空間デザイン研究室 Ml 村上由希子

ー

水害履歴 — 亀岡盆地 2
 

1960年 台風16号の被害

2013年 台風18号の被害 
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